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芸術家と神経学

BRAIN and NERVE 73 (12) : 1319-1325, 2021 

マルセル・ブルースト
『失われた時を求めて』と記憶・時間の神経学の誕生

河村 満州＊ 越智隆太仁） 二村明徳b) 花塚優貴d)

ブルーストは自身の哨息診療を介して多くの神経学者と突流があった。代表作 「失わ

れた時を求めて』は，フランス文学の最高傑作とされ，文学領域のみならず，多方面か

ら多数の評論が出版されている。この作品は，神経学的にも重要であり，ブルーストの

創作のアイデ、ィアの源泉は記i憶・時間の神経学とも関連する。本論では，特に，ブルー

ス卜と記憶・時間の神経学の誕生に焦点を絞り，考察した。

1:1:1.・a・.・，・］・』・M マルセル・ブルースト，ジョセフ・バビンスキー， 『失われた時を求めて』，記憶
の神経学，時間の神経学

はじめに

2009年に OxfordUniversity Pressから出版されたモ

ノグラフ『JosephBabinski: A BiographyJJには， 2カ所に

マルセル・プルースト（MarcelProust; 1871-1922）につい

ての記載がある I）。 パピンスキー (JosephBabinski ; 1857-

1932）の伝記にいったいなぜブルーストに関する記述

があるのだろうか，と思われる向きも多いと思う。し

かし，一見無関係とも思えるこの 2人のつながりを知

ることで，神経学草創の頃の様子，特に記憶・時間の

神経学の誕生などについて知ることができる。

まずパピンスキーの伝記におけるブルーストについ

ての記載を読むことにしよう。最初は「第 1章 Babinski’s

life and times」にある。「この時代のフランス文学界に

おける巨人マルセル・フ。ルースト，彼は 19世紀末か

ら20世紀初めの 20年聞にわたって彼の最も有名な

小説， 『失われた時を求めて』を執筆した。最終章は死

後の 192う年に出版された。彼は哨息を抱え，多くの

医師，特に脳神経内科医の診療を受けたが，その中の

l人がパピンスキーだった」。もう lカ所は 「第 8章

Babinski, Head of a Department at La Pirie」にある。ここ

a）奥沢病院名誉院長（干158-0083 東京都世田谷区奥沢2-1111) 

b）昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門

c）中央大学大学院文学研究科心理学専攻

d）立命館大学総合心理学部

ド〔連絡先〕river7941@gmail.com

には，パビンスキーがフ。ルーストを複数回診察したこ

とや，フ。ルーストの母が患った失語と半身麻痩を診た

ことが書かれている。また，自身の言語症状を心配し

たプノレーストに女すし，ノfピンスキーが「コンスタンティ

ノポリタン（conststantinopolitan）」「アルティユールデ、ユ

ラルティユール（artilleurde l’ar凶

的に診察し，失語ではないことを説明して安心させた

こと，睡眠薬の使用をやめるようにアドバイスしたこ

となども記載されている。さらに，ブルーストの弟の

依頼を受けて，パピンスキーがブルーストの亡くなっ

た当日に診察したことなども書かれている。

フ。ルーストはパピンスキーのみならず，多数の神経

学者と自身の診療などをとおして出会った。例えば

1893年の 『RevueNeurologiquej]誌創刊における共同設

立者の 1人であるブリッソー（EdouardBrissaud ; 1852-

1909），かのデジュリン (JulesDejerine ; 1849 1917），さらに

ソリエー（PaulSollier;1861-1993），コタール (JulesCotard ; 

1840-1889）などである。

との意外なつながりには，ブルーストの家族と，彼

の患った病気が端息であったことが大きく影響して

いる。
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Fig. 1 ブルーストの墓標

パリ，ベール・ラシエーズ墓地にある。父，弟も一緒に埋葬されている。

菊池雷太先生（汐田総合病院神経内科）撮影・提供

I .ブルーストの家族（Fig.1 )2 4lなど

ブルーストは 4人家族であるが，そのうち 2人（父

と弟）が医師である。ブルーストの父アドリアン（Adrien

Proust; 1834-1903）はコレラの診療で名を上げ，のちにパ

リ大学の衛生学の教授となり，神経学の祖シャルコー

(Jean-Mar山 Charcot:1825-1893）とも面識があった。アド

リアンには脳梗塞や失語に関する執筆もある。また，

世界保健機関（WorldHealth O伊 nizarion: WHO）の前身で

ある InternationalOffice of Public Hygieneの創設にも貢

献した大御所であり，息子マルセルが躍患した哨息関

連の著述もある。フ。ルーストの 2歳違いの弟ロベー

ル（RobertProust; 1873-1935）は，のちに有名な泌尿器科

医となり，兄マルセルをパピンスキーに紹介すること

になる。

ブルーストと彼の母との関係は，父との関係以上に

密接であったと言われている。母が患った失語と半身

麻庫，特に失語症状はプルーストに大きな衝撃を与

えた。

さらに，プルーストと時間の哲学で有名なベルクソ

ン（Henri-LouisBergson; 1859 1941）の妻はいとこ関係であっ

た。フ。ルーストは自宅にある多数の医学書を自由に読

むことができたし，ベルクソンの著作にも触れていた。

II .ブルーストの病気2-4）など

ブルーストは薬剤乱用，睡眠リズムの異常に加えて，

9歳時に始まった鳴息発作に生涯苦しんだ。

最近発見されたフ。ルーストの映像4）を参考にして

Web上で検索し（参照https://youtu.be/51COHigjb YU）写真
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Fig. 2 ブルーストの映像から作成したブルーストの写真

赤枠（筆者記入）で囲んだ人物がブルーストとされる。

動画サイト YouTube『MarcelProust仁aughton Film, 1904』 Chttps

//youtu. be/51仁OHlgjbYU）より転載

にしたものを Fig.2として示した。この映像ではよ

くわからないが，脳神経内科医ボグスラフスキー(Julien

Bogousslavsky ; 19う4－）はフ。ルーストの慢性の呼吸器疾患

を示唆する胸郭の拡大を伴う独特な体型を他の写真で

指摘している2)0 

現在では考えられないが， 19世紀後半のパリでは

哨息は神経疾患として捉えられていた。日崩息は神経衰

弱（neurasthenia)（現在心身症と呼ばれているものを主として網

羅する概念）という疾患ジャンルの lつの表現型と考え

られていたのである。そう言われてみれば、端息は発作

性に起こり，重積するとともあり，コモンな神経疾患

とされるてんかんと似た面がある。昨今パーキンソン

病や多発性硬化症と腸内細菌の関連や，片頭痛の機序

の多様性（神経系・血管・免疫系と広く関連する）が示され

ていることなどを考えると，この頃の哨息の疾患とし

ての位置付けはあながち的外れとも言えないのかもし

れない。フ。ルーストが鋒々たる神経学者たちと出会え

たのは，家族に医師がいたこと，自らの病が当時神経

疾患とされていたことによるところが大きい。そして

これらの境遇はさまざまに形を変えて彼の代表作にち

りばめられることになる。



Ill .『失われた時を求めて』

フ。ルーストの代表作 『失われた時を求めて』はフラ

ンス文学の最高傑作の lっと認識されている。日本

語訳も何種類かある。さらに，生誕 lう0周年の今年

2021年は関連出版や行事が目白押しだ。本邦でも，

この小説の読み方を記した概説書が少なくとも 2冊

出版されている3,4）。 ガイド本が出版されていることか

らもわかるように，この小説は長大で，読むのにとて

も骨が折れる（ア篇， 400字詰め原稿用紙換算で約 l万枚，登

場人物約500人）。

さらに，おびただしい数の評論が，世界中で出版さ

れている。その中に，この作品のベースには自身の家

族と病気に関連した，ブ。ルーストの医学的，特に神経

学的知識を指摘するものがある羽。これらはボグスラ

フスキーらによって記載されたもので，フ。ルーストは

神経学的内容の中でも特に記憶のしくみについて詳し

い知識を持っていたことが指摘されており，さらに時

聞についても強い関心を持っていた。『失われた時を

求めて』の中で，記憶に関連する用語（想起，忘却，再生

など）は合計 1,210回使用され，これは 2.6ページに

l回の割合で記憶が引き合いに出されていることにな

る，というう）。 また，吉川13）はブルーストが抱いていた

時間と記憶の関係を次のようにまとめている。

ブルース卜はこう要約している。「忘却の時間が私の

記憶のなかに不規則かつ断片的に差し挟まれたために

（中略）私の時間の距離感は混乱してばらばらになり，距

離はこちらで縮まったかと思うとあちらでは延びる始

末」だというのだ。時間もまた，記憶と忘却の函数なの

である。（p116)

『失われた時を求めて」は神経科学の世界でもしば

しば引き合いに出され，最近では「フ。ルースト効果（嘆

覚性エピソード記憶）」とも呼ばれている現象があるG）。

とれは小説にある，次の記載からつけられたものであ

る7)0 

マドレーヌのひと切れを柔らかくするために浸して

おいた紅茶を一杯スプーンですくって口に運んだ。と

まさに，お菓子のかけらのまじったひと口の紅茶が口蓋

に触れた瞬間，私のなかで尋常で、ないことが起こってい

ることに気がつき，私は思わず身震いをした。（中略）そ

のとき突然，思い出が姿を現した。（中略）見ているだけ

で昧わうことがなければ，プチット・マドレーヌは私に

Fig. 3 ソリエーの健志に関する本の写真
左： 1892年出版。 Sollier P: Les Troubles de la Memoire. Rueff。右
1900年出版。 SollierP: Le probl色mede La Memoire.日lixAlcano 

何も思い出させることはなかった。（pp116-120)

これは，嘆覚（紅茶の香川と味覚（マドレーヌの味）が

脳を揺り動かして，感情を伴った記憶を呼び覚ます力

を持っているということを示した文学的な表現であ

る。また，この記憶内容は不随意記憶（involun町 ymem 

ory）と呼ば、れる O

『失われた時を求めて』で、ブ。ルーストは多くの人物

を登場させ，長大な記述をして，文学的に美を表現し

ただけでなく，神経学的アイディアについても提示し

たと言えるかもしれない。

IV.「記l憶」の神経学

フ。ルーストの頃，健忘症例は一体どのように診断さ

れ，記憶のしくみはどのように捉えられていたのだろ

うか。

当時，『失われた時を求めて』にある，不随意記憶の

発想をブルーストと共有していたと言われるのがソリ

エーである。ソリエーは健忘についての書籍を 2冊

出している（Fig.3）。 1892年出版の 『LesTroubles de la 

Memoireilは，師シャルコーの指示によって書かれた

ものとされ，シャルコーの健忘についての考え方の整

理という側面が強い。既に前向性健忘・逆向性健忘の

分類などが明示されている。人気があったようで，

1901年には改版されている。 1900年の 『Leproblとme

de La MemoireJJ9lには，いくつかの図が示され，不随意

記憶を感情や情動要因と結び付けている九 ソリエー

は，のちに感情についての書籍も出版しているlヘボ

グスラフスキーらはソリエーについて世界最初の臨床

マルセル・フ。ルーストー『失われた時を求めて」と記憶・時間の神経学の誕生 特集芸術家と神経学 I 3 2 I 



神経心理学者という称号を冠しているう）。ソリエーの

興味対象が記憶，精神遅滞，感情，ヒステリーなどで

あり，現代的な意味で神経学と精神医学の両方にまた

がり，また IQ評価法に類似したテストの考案もした

からだ。

プルーストはこのソリエーのサナトリウムで6週

間（190う～1906年）を過ごした。これはブルーストが『失

われた時を求めて』を執筆していた時期とも重なって

いる。フ。ルーストの著作に対するソリエーの影響力は

最近あらためて強調されており， 「失われた時を求め

て」の中では，不随意記憶をはじめとした記憶に関す

る数多くの展開が，ソリエーの研究に根差している可

能性がある問。

一方で，記憶に関する認知および行動の神経学にお

ける主要な先駆者としてのソリエーの役割はすっかり

忘れ去られたままで，その理由の lつは，ソリエーの

業績や資料が第二次世界大戦時に爆撃を受けて焼けて

しまったために，資料が残っていないことにある（資

料のあった病院は自動車会社ルノーの工場のそばにあった）5）。

そのためか現在ソリエーを知っている神経学者は本邦

ではもちろん，フランスでも数少ないようである。

ところで，その後の記憶の神経学の発展の中で，次

に述べる症例 H.M.を対象とした半世紀以上にわたる

研究は特に重要である JI)。たった l人の事例が学問の

進歩に貢献したという点では， H.M.は他に類を見な

い存在と言える。

H.M.は19日年27歳のときにてんかんの治療目的

で海馬を含む両側側頭葉内側部の摘出切除を受けた。

2008年 12月に 82歳で死亡するまでのうう年間，多数

の研究者の研究対象となり，記憶研究に貢献した三‘

症例H.M.研究が特に重要なのは，海馬が脳の記憶

システムの中核部位であることを明らかにしたことに

ある。H.M.の貢献が大きな刺激となって「記憶」のし

くみが整理されていき，本邦で臨床にも大いに活用さ

れ，さまざまな健忘症例が発表されるようになったの

は1980年代のことだったと思う。

その頃から筆者も仲間たちと健忘症例の研究，特に

その症候と病巣についての症例研究を開始し，その後

論文として掲載されたものもあるI九 この論文で、はエ

ピソード記憶の障害を自己の年齢認識の障害として，

時間認知の観点から捉えることを試みた。また， 1993年

には大脳辺縁系の知見をまとめた際に健忘について記

載した13）。 そとでは大脳辺縁系の病変による症候とし

て，当時の知識から健忘を 3つに分けて整理した。す

なわち， ①時間経過による健忘の分類：前向性健忘と
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逆向性健忘，①貯蔵時聞による記憶の分類：即時記憶，

近時記憶，遠隔記憶 （臨床神経学における分類）と短期記

憶，長期記憶 （心理学における分類）， ①記憶内容による

分類：陳述記憶（エピソード記憶，意味記憶）と手続き記

憶である。いまではこれらの分類は，さまざまな角度

からきちんと検証され，臨床的にはそれぞれの純粋症

例の検討もなされ，いわば常識的になっており日常の

一般臨床の場面でも十二分に活用されている。特に現

在本邦でも，患者数が爆発的に増加している認知症を

対象とした診療においては，とれら記憶の分類を用い

た神経心理学的アフ。ローチは必須となっている！の。

これらの分類をあらためて眺めてみると，記憶の分

類は，その時間的側面が重要であることがわかる。私

たちは診療場面でもなにげなく，現在・過去・未来と

いう時間の側面から記憶を捉える試みを行っているの

だと思う。逆に，患者が訴える症状を時間症候と捉え

たほうが自然なのに，分類のしっかりした健忘の枠組

みの中に閉じ込めようとしてしまう場合があると考

える。

V.時間の神経学

これまでに述べたとおり，症例lH.M.研究の貢献な

どもあり，記憶の神経学は，フ。ルーストの頃と比較し

て現在では目覚ましい進歩を遂げた。それに比較し

て，時間の神経学はまだ開始されたばかりと言っても

よい。

本邦でも時聞に注目した臨床研究がま ったくなかっ

たわけではない。例えば越賀ら 15,16）は時聞に着目した

いくつかの臨床研究論文を報告しており興味深い。越

賀らの立場は，ベルクソンやカントなどの哲学がベー

スであり精神医学からのアフ。ローチである。

また，クリッチリー（MacdonaldCritchley; 1900 1997）は，

名著 「TheParietal Lobesj17lの中で， 「頭頂葉の病巣での

時間感覚の障害には空間的障害が合併することが多

く，純粋な時間感覚の障害は稀」，としながらも症候の

分類を試みている。すなわち，①経過時間判断の障害，

①なんらかのヒントを用いずに，正確な時間を推測す

ること（最後に食事した時間を想起したりするとと）の障害，

⑦時間見当識の障害， ④髭剃りやトイレ休憩などの中

断によって生じる，日常生活の時間感覚のずれ， ①時

間が経つのが早すぎると感じる：周囲が速く動きすぎ

ると感じる現象（時間加速現象，Zeitra百erphenomeno心の

う種類の分類である。簡単ではあるが，おそらく頭頂

葉症状を呈した自験例の臨床観察を基底としたもの



一

1.時間計浪U*,

1)前向性

2）逆向性

2.見当識（時間） *2 

Table 1 時間認知の種類

3.年齢認識 （ageawareness) n 

4.時間の流れの内観叫

5.時間順序＊5

* 1時間計測の検査は，ストップウォッチとパソコンを使用して行う。
症例H.M.に行われた時間再現課題検査は時間計測検査の 1つである。
心見当識の検査は，日付（年月日，曜日）・季節・時間などをたずねる。

MMSE （精神状態短時間検査）， HDS-R （改訂長谷川式簡易知能評価ス

ケール）にも含まれている。

*3年齢認識は問診で診断することができるが診察時に映像を撮り，それ

を分析することが有用であることも多い。

叫時間の流れの検査は，患者の内観から診断する。

何時間順序の検査は， Damasioら（1985)251などが参考になる。

杉本あずさ，二村明徳，河村満・「こころの時間」の脳回路 神経内科

臨床からの提言 BrainMedi仁al26: 19-23, 2014を改変して転載

で，参考になる。 ①は側頭葉てんかんで時々に見られ

る症候である。

実は H.M.の健忘について検討していた研究者たち

は， H.M.の時間推測に異常があることに気づいてい

た。そのため H.M.は時間認知課題検査を受けること

になる18）。 課題はごく簡単なもので，検者が H.M.に

「はじめ」と「おわり」で区切られた l～300秒の時間

間隔を呈示し，続けて H.M.に同じ時間間隔を再現し

てもらうものである（時間再現課題と呼ばれる）。乙の幸日

告では， H.M.は20秒までの時間推測は極めて正確で

あるのに対して， 40秒を超えた範囲の時間持続は過

小評価した。海馬も時間認知機能の一部に関連してい

る可能性が高い。

診療場面で時間認知の詳細を検討する臨床的評価法

もないわけではないが，多くはなく，今後各種の評価

法の開発が必要だと思う！”。 評価法の中で，時間認知

障害症例では，時間計測（ストップウォッチやパソコンを

使用し，刺激を呈示する場合が多い）以外に，自覚症状とし

ての内観の聴取が特に重要な場合がある 19）。 私たちの

時間失認例（A氏）に生じた時間感覚の変化の特徴を，

症状に対する彼の内観から探ると次のようになる。

①時間の距離感の消失（時間軸を設定できず，前後関係が把

握できない），②日付感覚の消失（日付は理解できても体感

できない），①時間経過と感情の希薄さ（別れの寂しさや再

会の懐かしさを抱けない），それらの結果としての，④行

動管理の徹底化（予定を柔軟に決めることができない）など

である。 A氏の病巣は，左前頭葉～頭頂葉内側面にあ

る。対応する感覚器がないととも理由の lつで，時間

認知には多くの脳部位が関連している可能性が高い。

Table 2 時間症候のリスト（主として自験例の検討から）

脳部位 症候 病因

年齢認識（ageaware- 抗NMDA受容体抗体脳炎26)

眼宮前頭皮質 ness）障害ド1 ヘルペス脳炎12)

時間順序異常 前大脳動脈破裂25)

海底核馬・大脳基 時間計測の障害一叫

両側海馬摘出（症例HM.)1s1 

アルツハイマ一病27)

パーキンソン病27,28)

帯状回・棋前 時間の流れの
左前大脳動脈梗塞29)

部 ・脳梁膨大異常灯

後域 失見当識（時間）叫 アルツハイマ一病30)

* 1脳炎例では，過去の記憶が現在を占拠し，自身の年齢認識が障害され，
まるで過去にタイムスリップしたかのような作話が見られる12,26)0 

＊・2パーキンソン病では，こころで数える 1秒が短くなっている27,28)0 

*3時間の流れの異常を示したA氏では，社会生活を送るために，時刻表
的生活を送っている21,23,29)0 

叫アルツハイマ一病では，模前部の障害により失見当識が見られ，こころ

の中の「過去・現在・未来」の時間軸の変容が見られる30）。

（略語〕 NMDA:N－メチル D－アスパラギン酸

私たちは時間認知には海馬に加えて頭頂葉内側面特に

模前部を中心とするデフォルト・モード・ネットワー

クの役割が重要である可能性があると推測してい

る20）。

私たちは，時間認知の障害についてはいままでもい

くつかレヴューを書いてきた2123) 0 さらに，以前対談

でも議論したことがある凶 作の対談では，日時計では時

刻を見ており，砂時計・水時計では時間経過を見る。同じ「時」

という言葉を使用するが，時刻と時間とを区別すべきである ζ

となどを学んだ）。これらを総合して，私たちの「時間認

知の種類」についての現時点での考えを整理した

(Table 1 )22・25）。また Table2として，主に自験例を中

心とした 「時間症候のリスト」を提示した12,18,21,23五切）。

これら以外に，自閉スペクトラム症を対象とした時間

計測研究や31），ノfーキンソン病を対象にストップ

ウォッチを使用した治療介入の試みを行ったロ）。 さら

に，アルツハイマー病で、はエピソード記憶を言語的に

適切に表出できなくとも，非言語的刺激では保持され

ていることがあることを示したお）。

おわりに

最近の脳研究のテ一マの拡大は急

や美に関する，以前は哲学・芸術的テーマとされたも

のも含めて，人の営みのすべての問題を自由に扱うよ

うになった。私たちも，脳機能画像研究で健常者を対

象として，フ。ルースト効果に関連した脳機能を解明し

ようと試みた34)0 

『失われた時を求めて」という小説で表現されたプ
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ノレーストの文学作品における思索は， 1900年前後の

医学を含んだ真・善・美に関わる豊潤なフランス文化

を背景になされたものであり，今後神経学のフィール

ドでも，いままで気づかれなかったさまざまな示唆を

付記

この論文の一部はJSPS科研費 18H05う25，日本高次脳機能

障害学会2022年度学術研究助成，の研究助成を受けて行

われた。

与え続けていく可能性があると思う。
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